
―
長
島
藩
・
空
々
琴
社
と
の
交
流
―

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面

髙

田

智

仁

は
じ
め
に

武
蔵
国
血
洗
島
村
（
現
深
谷
市
）
が
生
ん
だ
偉
人
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
―
一

九
三
一
）
は
、
青
年
の
時
分
、
御
用
金
調
達
が
た
め
に
父
の
名
代
と
し
て
領
主
の

陣
屋
へ
と
出
頭
し
た
。
そ
の
際
、
領
主
の
代
官
か
ら
嘲
笑
を
受
け
た
こ
と
で
幕
府

政
治
の
弊
、
身
分
社
会
の
不
合
理
に
対
す
る
強
い
発
憤
の
情
を
心
中
に
沸
き
起
こ

し
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
あ
る⑴
。

栄
一
を
罵
倒
し
た
代
官
の
主
君
こ
そ
、
本
稿
で
採
り
上
げ
る
武
蔵
国
岡
部
に
本

拠
を
置
い
た
大
名
、
岡
部
藩
主
安
部
家
で
あ
る
。

そ
も
、
岡
部
藩
は
、
川
越
藩
、
岩
槻
藩
、
忍
藩
ら
と
と
も
に
江
戸
時
代
の
武
蔵

国
、
現
在
の
埼
玉
県
域
に
所
領
を
有
し
た
藩
の
一
つ
で
、
藩
主
で
あ
る
安
部
家
は

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
以
前
よ
り
そ
の
下
で
武
功
を
挙
げ
て
き
た
譜
代
の
大
名
で

あ
る
。
表
高
二
〇
二
五
〇
石
と
他
の
三
藩
に
比
し
て
小
藩
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

徳
川
幕
府
治
世
下
に
お
い
て
転
封
す
る
こ
と
な
く
埼
玉
県
内
に
根
拠
地⑵
を
置
い
た

こ
と
か
ら
、
本
県
と
は
殊
更
の
縁
が
あ
る
と
い
え
る
。

新
一
万
円
札
肖
像
へ
の
採
用
な
ど
で
今
後
渋
沢
栄
一
に
脚
光
が
当
た
っ
て
い
く

な
か
で
、
偉
人
栄
一
を
嘲
っ
た
悪
玉
と
し
て
岡
部
藩
・
安
部
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
固

ま
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
ま
り
に
惜
し
い
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
こ
の
岡
部
藩
主
安
部
家
の
活
動
に
改
め
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
こ
と
で
、

肯
定
的
に
評
価
す
べ
き
面
に
つ
い
て
も
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。

無
論
、
岡
部
藩
の
活
動
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
蓄
積⑶
が
あ
り
、

藩
政
や
藩
財
政
等
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
反
面
、
県
下
に
お
け
る

研
究
状
況
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
触
れ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
藩
主
の
文
化
面
で

の
業
績
や
交
際
な
ど
に
関
わ
る
分
野
と
い
っ
て
よ
い
。

「
藩
治
に
は
取
り
立
て
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
い⑷
」
な
ど
と
も
一
蹴
さ
れ
る
安

部
家
の
藩
政
で
は
あ
る
が
、
大
名
俳
諧
な
ど
近
年
の
大
名
文
化
と
そ
の
周
縁
を
巡

る
研
究
等
を
み
て
い
く
と
、
安
部
家
を
中
心
に
据
え
た
著
作
・
論
考
で
こ
そ
な
い

も
の
の
、
な
か
に
安
部
家
の
名
が
登
場
す
る
も
の
も
多
く
、
同
家
が
意
外
と
も
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
大
名
間
や
文
化
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
文
化
的
・
人
的
交

流
を
深
め
て
い
た
事
実
が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
岡
部
藩
主
安
部
家
に
関
わ
る
文
書
の
う
ち
散
佚
を
免
れ
た
資

料
群
が
当
館
へ
と
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
「
岡
部
藩
主
安
部
家
文
書
」
五
四
七
点
、

「
池
田
氏
収
集
岡
部
藩
安
部
家
文
書
」
七
〇
点
の
計
六
一
七
点
が
往
時
の
様
相
を

今
日
ま
で
伝
え
て
い
る⑸
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
安
部
家
の
文
化
面
に
お

け
る
事
績
を
追
い
う
る
複
数
の
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
（
髙
田
）

三



本
稿
で
は
、
安
部
家
の
文
化
面
に
お
け
る
活
動
の
う
ち
、
当
館
収
蔵
文
書
を
基

に
、な
か
で
も
伊
勢
長
島
藩
と
り
わ
け
そ
の
五
代
目
藩
主
で
あ
っ
た
増
山
正
賢（
一

七
五
四
―
一
八
一
九
）
及
び
、
正
賢
と
も
関
わ
り
の
あ
っ
た
七
絃
琴
に
傾
倒
し
た

文
化
人
た
ち
と
の
交
際
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一

安
部
家
と
大
坂
勤
番

本
項
で
は
、
実
際
の
交
際
の
事
例
に
入
る
前
段
階
と
し
て
一
先
ず
安
部
家
と
岡

部
藩
の
概
略
を
示
す
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
安
部
家
歴
代
が
担
っ
て
き

た
大
坂
勤
番
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

と
い
う
の
も
、
在
坂
が
伴
う
定
番
・
加
番
ら
大
坂
勤
番
へ
の
従
事
に
よ
っ
て
、

安
部
家
に
は
経
済
的
、
文
化
的
に
も
非
常
に
大
き
な
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た

た
め
で
あ
る
。

（
一
）
安
部
家
と
岡
部
藩
領

安
部
家
は
、
大
名
に
列
座
し
た
信
盛
（
一
五
八
四
―
一
六
七
四
）
以
後
、
最
後

の
当
主
信
発
（
一
八
四
七
―
一
八
九
五
）
ま
で
十
三
人
の
当
主
が
岡
部
藩
主
の
座

に
つ
い
た
。

【
安
部
家
歴
代
当
主
】

安
部
元
真
―
信
勝
―
①

信
盛
―
②

信
之
―
③

信
友
―
④

信
峯
―
⑤

信
賢
―
⑥

信
平

＝

⑦

信
允
―
⑧

信
亨
―
⑨

信
操
―
⑩

信
任＝

⑪

信
古
―
⑫

信
宝＝

⑬

信
発

安
部
家
で
は
、
信
盛
の
祖
父
元
真
（
一
五
一
三
―
一
五
八
七
）
の
時
分
に
、
徳

川
家
康
（
一
五
四
三
―
一
六
一
六
）
に
属
し
て
武
功
を
重
ね
、
天
正
十
八
年
（
一

五
八
〇
）
の
家
康
の
関
東
入
国
に
際
し
て
元
真
の
子
・
信
勝
（
一
五
五
二
―
一
六

〇
〇
）
が
武
蔵
国
榛
沢
・
下
野
国
梁
田
に
拝
領
し
た
五
二
五
〇
石
を
礎
に
発
展
し

た
。信

勝
の
子
・
信
盛
の
時
代
に
は
、
三
河
国
八
名
郡
内
に
四
〇
〇
〇
石
、
次
い
で

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
は
大
坂
定
番
（
京
橋
口
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
摂

津
国
四
郡
内
に
一
〇
〇
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
安
部
家
は
所

領
一
九
二
五
〇
石
を
数
え
て
大
名
に
列
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
安
部
家
で
は
、
信
之
（
一
六
〇
四
―
一
六
八
三
）
が
寛
文
八
年
（
一

六
六
八
）
に
大
坂
定
番
（
玉
造
口
）
就
任
に
伴
い
三
〇
〇
〇
石
（
三
河
国
宝
飯
郡

内
）
の
加
増
を
受
け
た
ほ
か
、
嫡
男
信
友
（
一
六
三
八
―
一
七
〇
一
）
が
天
和
二

年
（
一
六
八
二
）
に
大
坂
大
番
頭
を
命
ぜ
ら
れ
て
更
に
丹
波
国
に
二
〇
〇
〇
石
が

加
増
さ
れ
た
。
ま
た
、
信
友
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
安
部
家
当
主
と
し
て

初
め
て
大
坂
加
番
（
青
屋
口
）
に
も
就
任
し
て
い
る
。

分
知
な
ど
を
経
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
信
峯
（
一
六
五
九
―
一
七
〇
六
）
の
代

の
所
領
高
計
二
〇
二
五
〇
石
が
岡
部
藩
安
部
家
の
表
高
と
し
て
確
定
し
た
。

所
領
は
、
そ
の
後
も
僅
か
な
が
ら
に
移
動
・
変
更
が
あ
り
、
天
明
七
年
（
一
七

八
七
）
時
点
で
は
武
蔵
国
四
三
七
七
石
余
、
上
野
国
八
七
四
石
余
、
摂
津
国
七
〇

〇
〇
石
、
三
河
国
六
〇
〇
〇
石
、
丹
波
国
二
〇
〇
〇
石⑹
と
な
っ
て
い
る
。
五
か
国

に
分
散
す
る
所
領
経
営
の
た
め
、
本
拠
地
の
岡
部
の
ほ
か
、
三
河
国
半
原
（
現
愛

知
県
新
城
市
）、
摂
津
国
桜
井
谷
（
現
大
阪
府
豊
中
市
）
に
そ
れ
ぞ
れ
陣
屋
を
設

け
て
統
括
す
る
形
式
を
と
っ
た
点
、
本
拠
地
の
関
東
よ
り
も
上
方
に
多
大
な
所
領

を
有
し
て
い
た
点
は
岡
部
藩
の
特
徴
の
一
つ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
安
部
家
の
大
坂
勤
番
就
任
と
「
役
得
」

大
坂
勤
番
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
論
考⑺
に
よ
っ
て
そ
の
実
相
が
明
ら
か

と
さ
れ
て
き
た
た
め
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
る
に
留
め
て
安
部
家
の
文
化
面
へ

四

文
書
館
紀
要
第
三
十
三
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）



の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

大
坂
勤
番
の
う
ち
、
定
番
は
大
坂
城
代
の
補
佐
役
と
し
て
設
置
さ
れ
た
役
職
で
、

城
代
の
下
で
大
坂
城
守
衛
を
主
と
し
な
が
ら
西
国
で
発
生
し
た
問
題
処
理
の
補
佐

に
当
た
る
ほ
か
、
大
坂
町
奉
行
の
取
り
仕
切
る
行
政
面
に
も
参
与
す
る
な
ど
西
国

統
治
の
重
責
を
担
っ
た⑻
。
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
定
員
は
二
名
（
京
橋
口
、

玉
造
口
）
で
、
そ
の
下
に
は
与
力
三
十
騎
、
同
心
百
人
が
配
さ
れ
た
。

初
期
の
定
番
就
任
者
に
は
、
信
盛
の
例
に
み
え
る
よ
う
に
重
職
を
担
う
こ
と
へ

の
加
増
と
し
て
一
〇
〇
〇
〇
石
程
が
大
坂
城
周
辺
に
配
さ
れ
た
例
が
多
い
。
そ
の

後
、
直
接
領
地
を
宛
が
う
方
式
は
改
め
ら
れ
、
就
任
時
に
費
用
と
し
て
三
〇
〇
〇

両
が
下
賜
さ
れ
た
ほ
か
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
か
ら
は
在
任
時
に
年
間
役
料

三
〇
〇
〇
俵
（
一
二
〇
〇
石
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た⑼
。

な
お
、
定
番
は
城
代
を
補
佐
す
る
重
職
と
し
て
、
担
当
す
る
城
門
付
近
に
屋
敷

を
与
え
ら
れ
、
本
来
は
江
戸
に
住
ま
わ
せ
る
べ
き
妻
子
を
伴
っ
て
そ
の
任
に
当
た

る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
就
任
に
あ
た
っ
て
は
、
死
去
な
い
し
は
病
等
に
よ
る
辞
職

が
な
さ
れ
る
ま
で
勤
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
十
年
以
上
の
勤
務
を
す
る
も
の

も
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

一
方
の
加
番
は
、
大
坂
城
の
警
備
に
当
た
っ
た
大
番
を
支
え
る
加
勢
役
で
あ
り
、

寛
永
年
間
に
始
ま
っ
た
。
任
期
は
定
番
と
異
な
り
一
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
着

任
す
る
人
数
は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
る
が
、
制
度
の
定
着
以
降
は
山
里
・
中

小
屋
・
青
屋
口
・
雁
木
坂
に
各
一
名
の
計
四
人
が
あ
た
っ
た
。

加
番
の
最
も
大
き
な
特
色
は
就
任
し
た
大
名
に
対
し
て
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
る

点
で
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
は
、
山
里
加
番
二
七
〇
〇
〇
石
、
中
小
屋
加

番
一
八
〇
〇
〇
石
、
青
屋
口
・
雁
木
坂
加
番
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
〇
石
と
持
ち

場
に
よ
っ
て
役
高
が
定
め
ら
れ
、以
後
任
期
中
は
そ
の
役
高
の
四
つ
物
成（
四
割
）

が
金
や
米
な
ど
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
。
加
番
在
任
時
に
支
給
さ
れ
る
扶
持

米
は
財
政
難
に
苦
し
む
大
名
ら
に
と
っ
て
は
魅
力
で
あ
り
、
加
番
周
旋
の
運
動
を

す
る
大
名
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
さ
れ
る⑽
。

さ
て
、
翻
っ
て
安
部
家
の
大
坂
勤
番
の
就
任
状
況
を
見
て
み
る
と
、
初
代
藩
主

信
盛
が
京
橋
口
定
番
を
勤
め
て
以
降
、
信
之
、
信
友
、
信
允
、
信
亨
の
四
人
の
藩

主
が
定
番
職
に
就
い
て
い
る
【
表
1
】。
三
度
以
上
の
定
番
就
任
を
経
験
し
て
い

る
が
故
に
、
今
日
の
研
究
で
は
安
部
家
は
特
に
「
定
番
の
家
筋
」
と
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る⑾
。

加
番
に
つ
い
て
も
、
信
友
の
青
屋
口
加
番
へ
の
就
任
を
皮
切
り
に
六
代
目
の
信

平
以
降
、
最
後
の
信
発
を
除
い
た
歴
代
藩
主
が
必
ず
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
【
表
2
】。

加増
10000石
（摂津）
3000石
（三河）

2000石（大番頭時）
（丹波）

―

―

担当

京橋口

玉造口

玉造口

玉造口

京橋口

在任期間
慶安2~万治3年
（1649‐166012年）
寛文8~延宝5年
（1668‐167710年）
貞享3~元禄14年
（1686‐170116年）
明和8~天明元年
（1771‐178111年）
寛政7~文化元年
（1795‐180410年）

藩主名

①安部信盛

②安部信之

③安部信友

⑦安部信充

⑧安部信亨

担当
青屋口
青屋口
青屋口
中小屋
青屋口
中小屋
青屋口
青屋口
青屋口
青屋口
青屋口
山里口

在任期間
延宝8年（1680）
元文2年（1737）
寛保元年（1741）
宝暦3年（1753）
宝暦13年（1763）
天明6年（1786）
文化10年（1813）
文政10年（1827）
天保3年（1832）
天保13年（1842）※途中死没
安政5年（1858）
文久2年（1862）※途中交代

藩主名
③安部信友

⑥安部信平

⑦安部信允

⑧安部信亨
⑨安部信操
⑩安部信任

⑪安部信古

⑫安部信宝

※表1は、「大坂定番一覧」（特別展図録『徳川大坂城―西国支配
の拠点―』大阪城天守閣、2008年）を参照。
※表2は、「大阪加番大名一覧」（徳川時代大坂城関係史料集第一
号『大坂加番記録（一）』大阪城天守閣、1997年）を参照。

【表2】安部家当主加番就任者一覧

【表1】安部家当主定番就任者一覧
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安
部
家
で
は
、
所
領
の
分
散
と
い
う
課
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
反
面
、
初

期
の
大
坂
勤
番
就
任
時
に
加
増
さ
れ
た
畿
内
領
が
藩
収
の
凡
そ
過
半
を
生
み
出
し⑿
、

こ
れ
に
加
え
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
任
ぜ
ら
れ
た
大
坂
勤
番
を
介
し
て
支
払
わ
れ

た
役
料
が
財
政
を
支
え
た
こ
と
で
、
一
説
に
は
富
裕
大
名
に
数
え
ら
れ
た
と
の
評

価
も
み
え
て
い
る⒀
。

ま
た
大
坂
定
番
・
加
番
へ
の
幾
度
に
も
及
ぶ
就
任
は
、
藩
の
財
政
を
潤
わ
せ
る

効
果
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
文
化
的
先
進
地
域
で
あ
っ
た
上
方
の
文
化
吸
収
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
促
進
さ
せ
る
意
味
で
も
同
家
に
大
き
な
利
益
を
も
た

ら
し
た
と
言
っ
て
よ
い⒁
。

以
下
に
、安
部
家
と
同
じ
く
加
番
を
勤
め
た
大
名
ら
に
よ
る
大
坂
勤
番
で
の「
活

動
」
を
傍
証
と
し
て
挙
げ
て
お
こ
う
。

丹
後
峰
山
藩
主
京
極
高
久
（
一
七
二
九
―
一
八
〇
八
）
は
明
和
七
年
（
一
七
七

〇
）
か
ら
青
屋
口
加
番
を
勤
め
た
が
、
藩
主
と
と
も
に
在
坂
し
た
同
藩
家
老
辻
八

兵
衛
に
よ
っ
て
そ
の
際
の
記
録（『
公
私
用
覚
書⒂
』）が
留
め
ら
れ
て
い
る
。

同
記
録
で
は
、
寄
合
な
ど
を
通
じ
て
大
坂
勤
番
同
士
が
多
々
顔
を
合
わ
せ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
年
頭
に
お
い
て
は
定
番
、
加
番
、
大
番
頭
ら
が

年
始
の
寿
ぎ
の
挨
拶
を
交
わ
し
、
順
繰
り
に
城
代
・
勤
番
ら
を
屋
敷
に
招
請
し
て

い
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。

二
月
一
日
条

一

同
日
、
昨
日
迄
ニ
諸
道
具
相
揃
、
大
か
た
一
式
山
里
様
ゟ
御
借
用
、
不

足
之
分
者
損
料
数
、
御
多
葉
粉
盆
ハ
井
上
筑
後
守
様
ゟ
御
借
用
（
中
略
）
御

（
狩
野
周
信
）

書
院
御
床
周
信
筆
三
幅
対
、
卓
香
炉
、
次
床
御
城
代
様
御
刀
懸
、
御
定
番

様
御
刀
懸
、
右
白
木
料
紙
箱
、
硯
、
御
床
下
之
方
五
腰
懸
、
御
刀
懸
ケ
二
脚
、

居
間
二
幅
対
、
御
懸
物
御
花
、
荒
増
右
之
通
り
也
。

※
傍
線
は
稿
者
、
以
下
同
。

こ
の
日
、
京
極
家
で
は
城
代
久
世
広
明
（
一
七
三
二
―
一
七
八
五
）
を
筆
頭
に
、

京
橋
口
定
番
下
総
高
岡
藩
主
井
上
正
国
（
一
七
三
九
―
一
七
九
一
）
ほ
か
加
番
三

名
、
大
番
頭
二
名
、
大
坂
町
奉
行
一
名
ら
在
坂
の
主
要
面
子
を
招
い
て
の
饗
応
が

催
さ
れ
た
。
饗
応
に
よ
り
一
同
が
集
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
準
備
の

途
上
で
饗
応
に
要
す
る
調
度
品
の
う
ち
、
不
足
の
品
を
同
じ
加
番
で
あ
る
越
前
大

野
藩
主
土
井
利
貞
（
山
里
様

一
七
四
一
―
一
八
〇
七
）、
ま
た
前
掲
の
定
番
井

上
正
国
よ
り
都
合
を
つ
け
て
整
え
て
い
る
点
は
、
勤
番
同
士
が
日
頃
か
ら
相
互
に

協
力
す
る
体
制
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
例
か
ら
み
え
る
よ
う
に
、
大
坂
勤
番
の
大
名
同
士
は
、
大
坂
在
任
時
に
は

公
的
・
私
的
な
場
を
通
じ
て
相
応
の
知
己
を
得
て
い
た⒃
。

ま
た
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
山
里
加
番
と
な
っ
た
丹
波
福
知
山
藩
主
朽

木
綱
貞
（
一
七
一
三
―
一
七
八
八
）
が
江
戸
の
息
子
昌
綱
に
宛
て
た
書
状⒄
に
は
、

赴
任
の
途
上
で
宿
泊
し
た
大
坂
の
豪
商
鴻
池
家
で
古
法
眼
（
狩
野
元
信
）
の
彩
色

布
袋
、
狩
野
探
幽
の
山
水
な
ど
を
眼
に
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
着
任
後
も
日
々
道
具

屋
（
書
画
文
物
を
取
り
扱
う
商
人
）
が
訪
れ
、
狩
野
松
栄
の
大
幅
を
入
手
で
き
た

の
で
江
戸
に
戻
る
ま
で
に
は
掘
り
出
し
物
が
見
つ
か
り
そ
う
だ
な
ど
と
の
書
画
入

手
へ
の
大
き
な
期
待
も
書
き
綴
ら
れ
て
お
り
、
大
坂
在
任
が
大
名
た
ち
の
文
化
的

欲
求
を
満
た
す
好
機
で
あ
っ
た
こ
と
が
露
わ
と
な
っ
て
い
る
。

前
掲
『
公
私
用
覚
書
』
の
筆
者
辻
八
兵
衛
も
ま
た
、
大
坂
鉄
砲
奉
行
伴
権
左
衛

門
か
ら
の
懇
望
で
狩
野
栄
川
（
典
信
）
画
を
贈
っ
て
い
る
（
五
月
二
十
三
日
条
）

ほ
か
、
任
期
を
終
え
帰
国
の
準
備
を
整
え
る
さ
な
か
に
は
、
蔵
屋
敷
を
管
理
す
る

六

文
書
館
紀
要
第
三
十
三
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）



長
浜
屋
新
六
よ
り
餞
別
と
し
て
吉
村
周
山
の
三
幅
対
を
譲
り
受
け
、
八
兵
衛
側
か

ら
も
同
人
の
画
二
枚
を
贈
る
（
七
月
十
七
日
条
）
な
ど
、
文
物
を
介
し
た
交
流
は

藩
主
の
み
な
ら
ず
在
坂
の
家
臣
に
も
広
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

峰
山
藩
な
ら
び
に
朽
木
綱
貞
ら
の
記
録
は
、
安
部
信
允
の
玉
造
口
定
番
在
任
期

間
に
も
近
く
、
安
部
家
（
な
ら
び
に
岡
部
藩
）
で
も
こ
う
し
た
在
坂
役
人
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
上
方
文
化
の
摂
取
が
な
さ
れ
て
い
た
と
み
て
も
間
違
い
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
結
実
し
た
一
つ
の
形
と
も
言
え
る
の
が
、
次
項
で
述
べ
る
伊
勢
長
島
藩
主

増
山
正
賢
と
の
交
際
で
あ
る
。

二

伊
勢
長
島
藩
主
増
山
正
賢
と
の
交
わ
り

安
部
家
十
三
人
の
藩
主
の
う
ち
、
信
盛
か
ら
信
平
に
つ
い
て
は
残
存
す
る
史
料

も
少
な
く
、
そ
の
文
化
面
に
お
け
る
事
績
は
現
時
点
で
は
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。

一
方
、
信
允
以
後
の
藩
主
で
は
、
信
允
、
信
操
に
よ
る
藩
校
就
将
館
の
創
設
・
運

営
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
当
館
収
蔵
資
料
内
に
も
信
操
・
信
古
ら
の
書
画
類
が

散
見
す
る
な
ど
、
文
雅
の
遺
芳
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
管
見
の
範
囲
で
安
部
家
の
な
か
で
最
も
文
化
活
動
に
力
を
い

れ
、
そ
の
事
績
に
優
れ
た
の
は
信
允
な
ら
び
に
息
子
信
亨
と
い
っ
て
よ
い
。

信
允
は
特
に
大
和
郡
山
藩
主
で
あ
っ
た
柳
沢
信
鴻
（
一
七
二
四
―
一
七
九
二
）

の
俳
諧
サ
ロ
ン
に
参
じ
て
い
た
こ
と
が
指
摘⒅
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
信
亨
は
伊
勢
長

島
藩
の
藩
主
で
あ
る
増
山
雪
斎
こ
と
増
山
正
賢
（
一
七
五
四
―
一
八
一
九
）
と
の

親
交
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
後
述
す
る
琴
社
と
の
絡
み
も
あ
る
た
め
、
信
亨
と
正
賢
の
交
際
に
つ

い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

博
物
学
史
上
に
お
い
て
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
『
虫
豸
帖
』（
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
の
筆
者
で
も
あ
る
増
山
正
賢
は
、
雪
斎
と
号
し
て
書
画
に
優
れ
、
多
く
の

文
化
人
と
も
交
流
を
持
っ
た
風
流
大
名
と
し
て
古
く
か
ら
世
に
名
を
知
ら
れ
る
。

紙
幅
の
関
係
も
あ
る
た
め
正
賢
の
個
々
の
研
究
蓄
積⒆
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
が
、

そ
の
事
績
は
大
名
文
化
人
の
筆
頭
に
数
え
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。増

山
家
と
安
部
家
の
接
近
が
い
つ
頃
に
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
増

山
家
と
安
部
家
は
大
坂
勤
番
に
就
く
家
柄
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
正
賢
に
し
て

も
四
度
に
渡
っ
て
加
番
を
勤
め
て
い
る
。

そ
の
正
賢
が
初
め
て
加
番
を
勤
め
た
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
時
に
玉
造
口
定

番
と
し
て
入
っ
て
い
た
の
が
安
部
信
允
で
あ
り
、
定
番
と
加
番
の
間
に
頻
繁
な
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
項
で
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の

大
坂
勤
番
が
安
部
家
と
増
山
家
両
家
の
交
際
に
お
け
る
契
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
可

能
性
は
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
結
果
と
し
て
両
家
が
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
信
允
の
嫡

子
信
亨
の
娘
が
正
賢
の
嫡
子
正
寧
（
一
七
八
五
―
一
八
四
二
）
に
嫁
い
で
い
る⒇
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
親
密
さ
は
家
同
士
の
「
公
」
の
関
係
に
止
ま
ら
ず
、
藩
主
同
士
の

「
私
」
の
部
分
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
詩
・
画
と
も
に
長
じ
て
世
の
文
化
人
ら
と
交
流
の
あ
っ
た

釈
雲
室
（
一
七
五
三
―
一
八
二
七
）
が
記
し
た
『
雲
室
随
筆21
』
は
当
時
の
書
画
壇

の
師
友
関
係
や
文
化
人
に
つ
い
て
記
し
た
記
録
だ
が
、
そ
の
な
か
に
安
部
家
と
増

山
家
の
親
交
を
伝
え
る
記
事
が
登
場
す
る
。

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
（
髙
田
）
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雪
斎
曽
君
選
増
山
河
内
守
殿
伊
勢
長

島

侯
大
名
に
て
の
一
人
に
て
、
風
流
抜
群
の
人

な
り
。
書
画
と
も
に
直
に
華
人
に
よ
り
て
修
せ
ら
る
と
申
事
な
り
し
が
、
当

時
世
の
中
の
振
合
遠
慮
被
致
、
風
流
家
出
入
も
皆
断
り
に
て
あ
り
き
。
安
部

摂
津
守
殿
武
州
岡

部

侯
、
武
田
安
芸
守
殿
高家
、
久
世
三
四
郎
殿
、
井
戸
甚
介
殿
、
皆

河
内
守
殿
交
り
厚
友
に
て
有
け
り22
。

右
に
登
場
す
る
「
安
部
摂
津
守
殿
」
は
信
亨
を
指
し
、
武
田
安
芸
守
は
前
出
の

柳
沢
信
鴻
の
三
男
で
高
家
武
田
家
に
養
子
に
入
っ
た
武
田
信
明
（
一
七
五
三
―
一

七
八
八
）、
久
世
三
四
郎
は
五
一
〇
〇
石
余
を
知
行
し
た
大
身
旗
本
久
世
広
景（
生

歿
年
不
詳
）、
井
戸
甚
介
は
宋
紫
石
に
学
ん

で
沈
南
蘋
風
の
画
を
善
く
し
た
旗
本
画
人
董

九
如
（
井
戸
直
道

一
七
四
五
―
一
八
〇

二
）
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。

信
亨
と
正
賢
が
文
化
人
の
間
で
「
交
り
厚

友
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
実
、
華
人
（
清
国
人
）
に
教
え
を
請
う

ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
信
亨
も
ま
た
正
賢

と
同
じ
く
唐
物
を
愛
玩
し
た23
風
流
人
で
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
言
え
る
。

信
亨
の
唐
物
好
き
を
示
す
証
左
の
一
つ
が
、

長
崎
来
舶
商
人
の
一
人
程
赤
城
（
一
七
三
五

―
一
八
〇
八
？
）
筆
の
額
字
【
図
1
】
で
あ

る
。
程
赤
城
は
日
清
交
易
に
携
わ
る
船
主
と

し
て
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
か
ら
文
化
五

年
（
一
八
〇
八
）
ま
で
の
三
〇
余
年
間
に
十
八
回
に
渡
っ
て
日
本
を
訪
れ
た
人
物

で
、
多
く
の
日
本
文
化
人
と
親
交
が
あ
っ
た
。
該
当
の
額
字
に
は「
嘉
慶
三
年（
一

七
九
八
）
孟
春
書
応
／
日
本
／
岡
部
侯
之
需
／
呉
趨
程
赤
城
」
の
為
書
が
あ
り
、

程
赤
城
か
ら
岡
部
藩
主
安
部
家
（
信
亨
）
へ
と
贈
ら
れ
た
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

実
際
、
安
部
家
で
は
こ
う
し
た
唐
物
趣
向
の
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
有
し
て
お
り
、
信
亨
は
正
賢
が
懇
意
に
し
て
い
た
木
村
蒹
葭
堂
（
一

七
三
六
―
一
八
〇
二
）
と
の
誼
を
通
じ
て
い
た24
。
蒹
葭
堂
は
言
う
ま
で
も
な
く
大

坂
が
生
ん
だ
大
知
識
人
で
、
時
に
長
崎
の
唐
通
事
を
介
し
、
あ
る
い
は
来
舶
商
人

ら
と
直
接
書
翰
の
往
来
を
す
る
こ
と
で
そ
の
書
画
や
中
国
文
物
を
入
手
し
て
い
た

事
で
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
安
部
家
に
お
け
る
唐
物
嗜
好
と
海
外
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て

詳
細
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
信
亨
の
時
代
に
当
代
随
一
の
大
名
文
化
人

で
あ
っ
た
増
山
正
賢
・
木
村
蒹
葭
堂
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
交
流

を
支
え
た
で
あ
ろ
う
共
通
項
の
一
つ
に
唐
物
趣
向
の
存
在
が
あ
っ
た
点
は
特
筆
す

べ
き
事
項
と
し
て
認
識
さ
れ
て
よ
い
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
安
部
信
亨
と
増
山
正
賢
と
は
、
縁
戚
関

係
と
な
っ
た
こ
と
の
み
な
ら
ず
文
化
面
に
お
い
て
も
同
好
の
士
と
し
て
、
そ
の
関

係
は
極
め
て
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三

安
部
家
と
空
々
琴
社

（
一
）
児
玉
空
々
と
琴
社
に
つ
い
て

さ
て
、
前
項
で
増
山
正
賢
と
安
部
家
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
本
項
で

は
更
に
琴
（
七
絃
琴
）
を
介
し
た
交
遊
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

【図1】程赤城筆 額字「玄玄室」（安部家文書№540）
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江
戸
時
代
に
お
け
る
「
琴
」
と
い
う
の
は
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
感
じ
が
あ
る
が
、

琴
は
我
が
国
に
は
古
く
奈
良
時
代
に
伝
来
し
、
一
旦
廃
れ
は
し
た
も
の
の
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）
に
明
人
・
東
皐
心
越
（
一
六
三
九
―
一
六
九
五
）
が
来
日
し
た

こ
と
に
伴
い
、
再
度
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
心
越
は
、
詩
文
・
書
画
・
篆
刻

と
と
も
に
琴
を
善
く
し
、
当
時
の
中
国
文
化
を
学
ぶ
日
本
の
文
人
の
尊
崇
を
集
め

た
こ
と
か
ら
、
以
降
文
人
の
嗜
む
べ
き
「
琴
棋
書
画
」
四
芸
の
一
つ
で
あ
っ
た
琴

も
盛
ん
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

琴
に
心
を
寄
せ
た
人
物
に
は
、
萩
生
徂
徠
、
頼
山
陽
、
亀
田
鵬
斎
、
梁
川
星
巌
、

佐
久
間
象
山
ら
名
だ
た
る
文
化
人
が
お
り
、禄
八
〇
〇
〇
石
の
旗
本
杉
浦
正
職（
号

琴
山

一
六
六
〇
―
一
七
一
一
）
ほ
か
幕
臣
、
藩
士
な
ど
武
家
階
層
に
も
そ
の
愛

好
者
は
広
が
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
少
な
く
と
も
六
五
〇
人
の
琴
士25

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
大
名
で
は
神
戸
藩
主
本
多
忠
統
（
号
猗
蘭

一
六
九
一
―

一
七
五
七
）
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
増
山
正
賢
な
ら
び
に
安
部
信
亨

の
両
者
も
琴
に
関
心
を
寄
せ
た
人
物
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
琴
士
の
一
人
に
、児
玉
空
（々
一
七
三
五
―
一
八
一
一
）

が
い
る
。
空
々
は
、
名
を
慎
、
字
を
黙
甫
と
い
い
、
別
に
宿
谷
空
々
と
も
称
さ
れ

た
人
物
で
、
田
安
徳
川
家
の
藩
儒
と
し
て
勤
め
る
傍
ら
、
旗
本
幸
田
親
盈26
（
一
六

九
二
―
一
七
五
九
）
に
琴
を
学
び
、
自
ら
琴
社
（
琴
愛
好
家
が
集
う
結
社
）
を
立

ち
上
げ
牛
込
安
養
寺
を
会
場
に
活
動
し
た
。

空
々
琴
社
に
つ
い
て
は
諸
子
の
論
考27
に
詳
し
く
、そ
の
社
友
を
書
き
上
げ
た「
琴

社
諸
友
記
」
等28
の
資
料
に
よ
り
、
そ
の
社
中
が
大
名
、
幕
臣
、
諸
藩
士
、
文
化
人

ら
九
十
七
名
に
て
構
成
さ
れ
る
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
社
友
の
な
か
に
長
島
侯
（
増
山
正
賢
）
と
岡
部
侯
（
安
部
信
亨
）

も
ま
た
名
を
連
ね
て
い
た29
。

加
え
て
、
前
出
の
久
世
三
四
郎
（
久
世
広
景
）
も
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て

お
り
、
『
雲
室
随
筆
』
に
て
名
の
上
が
っ
た
人
々
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
背
景

の
一
つ
に
七
絃
琴
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。

先
に
挙
げ
た
「
琴
社
諸
友
記
」
に
は
こ
の
三
名
の
入
社
時
期
に
つ
い
て
も
記
載

が
あ
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
三
人
の
な
か
で
は
久
世
広
景
が
天
明
三
年（
一
七
八
三
）

と
最
も
早
い
入
社
で
、
次
い
で
信
亨
の
天
明
五
年
、
正
賢
の
天
明
六
年
と
な
る
。

入
社
時
は
信
亨
二
十
九
歳
、
正
賢
三
十
三
歳
に
あ
た
り
、
両
名
は
若
い
時
分
か
ら

琴
学
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
、
交
誼
を
結
ん
で
い
た
。
入
社
の
順
番
か
ら
鑑
み

る
と
、
琴
に
関
し
て
は
久
世
広
景
が
早
く
に
関
心
を
寄
せ
、
親
交
の
あ
っ
た
二
人

を
招
き
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

両
大
名
に
よ
る
琴
へ
の
傾
倒
が
如
何
様
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
そ
の
詳

細
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
琴
社
の
規
約
の
一
つ
に
は
「
一
、
会
之
事
。
弾
琴

之
余
、
賦
詩
誦
書
、
作
字
描
画
、
或
唱
詞
曲
弄
糸
竹
、
従
各
所
好
。
但
衆
人
相
会
、

語
言
易
譁
、
或
談
経
史
論
文
章
、
固
自
佳
。
説
鬼
毀
俗
、
又
無
不
可
。
特
不
許
説

雲
路
談
市
井
耳
。」30
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
市
井
の
噂
話
を
除
き
、
琴
の
演
奏
は

も
と
よ
り
、
楽
曲
の
演
奏
、
詩
書
画
の
制
作
、
ま
た
経
史
に
つ
い
て
談
ず
る
な
ど

全
て
が
自
由
と
さ
れ
て
い
た
。

信
亨
ら
は
時
に
琴
を
奏
で
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
俗
事
を
避
け
た
文
化
人
の
サ
ロ
ン

の
な
か
で
風
雅
の
空
気
に
浸
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
空
々
琴
社
と
安
部
家
の
文
雅

こ
の
児
玉
空
々
と
安
部
信
亨
と
の
間
に
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
も
言
及
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
詳
び
ら
か
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
館
収
蔵
の
安

部
家
文
書
に
は
、
児
玉
空
々
な
ら
び
に
そ
の
門
弟
と
安
部
家
、
さ
ら
に
長
島
藩
が

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
（
髙
田
）

九



加
わ
っ
た
往
時
の
交
際
の
一
端
を
示
す
資
料
が
存
在
す
る
。

そ
れ
が
、
詩
巻
「
暮
春

岡
部
侯
の
静
遠
舘
に
従
ず31
」
で
あ
る
（
図
版
は
末
尾

に
掲
載
）。
本
資
料
は
、
同
題
に
即
し
て
詠
ぜ
ら
れ
た
詩
を
書
し
た
未
表
装
の
寄

合
書
の
作
品
で
あ
る
。

詩
を
詠
じ
た
の
は
、
登
場
順
に
①
児
玉
慎
（
児
玉
空
々
）、
②
篠
本
廉
（
篠
本

竹
堂
）、
③
沙
門
瑞
林
（
詳
細
不
詳
）、
④
十
時
賜
（
十
時
梅
厓
）、
⑤
南
湖
鯤
（
春

木
南
湖
）、
⑥
邉
瑛
（
渡
辺
玄
対
）、
⑦
大
塚
長
幹
、
⑧
菊
武
昭
（
菊
池
武
昭
）、

⑨
滕
正
肇
（
詳
細
不
詳
）、
⑩
井
士
義
（
井
上
士
義
）、
⑪
源
定
淳
（
稲
垣
定
淳
）

ら
の
計
十
一
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

詩
題
に
あ
る
「
静
遠
舘
」
に
つ
い
て
は
そ
の
名
を
冠
し
た
建
物
を
見
い
だ
せ
て

い
な
い
が
、
詩
の
内
容
よ
り
察
す
る
に
岡
部
候
（
信
亨
）
が
新
築
し
た
別
業
を
指

し
、
本
詩
巻
が
信
亨
の
別
邸
新
築
祝
い
に
伴
い
催
さ
れ
た
宴
席
に
際
し
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

詩
巻
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
は
概
ね
完
成
し
た
別
業
の
風
光
明
媚
な
様
や
宴
席
の
風

雅
を
詠
い
あ
げ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
信
亨
も
ま
た
庭
園
造
営

に
思
案
を
巡
ら
し
て
い
た
こ
と
の
片
鱗
が
見
て
取
れ
る32
。

そ
の
制
作
年
代
は
、
列
席
者
の
生
歿
年
を
加
味
し
、
信
亨
が
琴
社
に
加
入
し
た

天
明
五
年（
一
七
八
五
）か
ら
井
上
士
義
が
致
仕
し
て
隠
居
し
た
寛
政
十
二
年（
一

八
〇
〇
）
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
間
の
岡
部
藩
で
は
寛
政
六
年
正
月
に
麹
町

近
辺
か
ら
発
生
し
た
大
火
災
に
よ
っ
て
永
田
馬
場
山
王
の
上
屋
敷
と
四
谷
に
あ
っ

た
下
屋
敷
が
全
焼
す
る
な
ど
の
大
被
害
を
被
っ
て
お
り
、
本
詩
巻
は
あ
る
い
は
上

屋
敷
再
建
新
築
祝
い
の
席
で
の
制
作
で
あ
ろ
う
か
。
で
あ
れ
ば
、
屋
敷
普
請
が
同

年
八
月
ま
で
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
年
が
明
け
た
寛
政
七
年
、
信
亨
が
四

月
に
定
番
と
し
て
大
坂
へ
赴
く
直
前
の
暮
春
（
三
月
）
に
催
さ
れ
た
可
能
性
が
挙

げ
ら
れ
る
。

た
だ
、
本
詩
巻
は
、
十
一
人
の
詠
者
に

対
し
て
筆
跡
が
㈠
児
玉
・
篠
本
詩
、
㈡
瑞

林
詩
、
㈢
そ
の
他
詩
の
三
種
類
し
か
な
く
、

ま
た
十
時
梅
厓
の
落
款
に
添
え
ら
れ
た
白

文
連
珠
印
【
図
2
】
は
、
梅
厓
の
養
子
で

あ
る
十
時
梅
谷（
生
歿
年
不
詳
。
名
は
順
、
長
島
藩
士33
）の
名
を
示
す「
時
」「
順
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
本
資
料
は
制
作
当
時
の
も
の
で
は

な
く
梅
谷
の
時
代
の
写
本
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

出
席
者
の
う
ち
人
物
比
定
が
適
わ
な
か
っ
た
③
⑨
を
除
い
て
、
素
性
の
判
る
出

席
者
は
お
お
む
ね
以
下
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
略
歴
を
示
し

て
お
く
。

（
一
）
空
々
琴
社
社
友
…
①
②
⑦

（
二
）
長
島
藩
関
係
…
④
⑤
⑪

（
三
）
岡
部
藩
士
…
⑧
⑩

（
四
）
文
化
人
…
⑥

【
空
々
琴
社
社
友
】

①
児
玉
空
々：

前
掲
。
空
々
琴
社
の
主
で
田
安
徳
川
家
儒
臣
。
本
作
で
は
七
言
律

詩
、
五
言
律
詩
各
一
首
の
二
首
を
呈
す
。

②
篠
本
竹
堂：

一
七
四
三
―
一
八
〇
九
。
児
玉
空
々
の
高
弟
で
幕
臣
。
名
は
廉
、

字
は
子
温
、
竹
堂
は
号
。
明
和
初
年
（
一
七
六
四
）
に
琴
社
に
加
入
。
本
作
で

は
五
言
排
律
一
首
を
呈
す
。

⑦
大
塚
長
幹：

生
歿
年
不
詳
。
尾
張
藩
士
。
名
は
長
幹
、
字
は
伯
誉
。
琴
社
に
は

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
加
入
。
本
作
で
は
七
言
律
詩
一
首
を
呈
す
。

【図2】梅谷落款印
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【
長
島
藩
関
係
】

④
十
時
梅
厓：

一
七
四
九
―
一
八
〇
四
。
長
島
藩
儒
。
名
は
賜
、
字
は
子
羽
。
正

賢
の
命
で
長
崎
に
遊
学
し
て
来
舶
清
人
と
交
流
し
た
ほ
か
、
尾
張
の
商
人
な
ど

と
も
通
じ
る
な
ど
広
い
人
脈
を
有
し
て
い
た
。
書
画
の
仲
介
者
と
し
て
も
知
ら

れ
、
信
亨
筆
の
書
画
の
用
立
て
も
し
て
お
り
、
安
部
家
と
の
関
係
は
深
い34
。
本

作
で
は
五
言
律
詩
一
首
を
呈
す
。

⑤
春
木
南
湖：

一
七
五
九
―
一
八
三
九
。
長
島
藩
抱
絵
師
。
名
は
鯤
、
字
は
子
魚
。

長
崎
に
遊
学
し
た
ほ
か
、
梅
厓
と
と
も
に
木
村
蒹
葭
堂
と
親
し
く
交
遊
し
て
お

り
、
南
湖
と
蒹
葭
堂
が
大
坂
在
任
中
の
信
亨
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
蒹
葭
堂
の

日
記
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
本
作
で
は
七
言
律
詩
一
首
を
呈
す
。

⑪
稲
垣
定
淳：

一
七
六
二
―
一
八
三
二
。
近
江
山
上
藩
主
稲
垣
定
計
の
子
。
大
坂

定
番
、
加
番
そ
れ
ぞ
れ
一
回
を
勤
め
た
。
定
淳
の
姉
が
正
賢
に
嫁
い
で
お
り
、

正
賢
と
は
義
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
。

定
淳
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
正
賢
と
と
も
に
江
戸
に
下
向
し
て
き
た

木
村
蒹
葭
堂
帰
坂
の
送
別
会
に
出
席
、
そ
の
宴
に
は
正
賢
の
ほ
か
、
詩
巻
に
も

名
が
み
え
る
渡
辺
玄
対
（
後
掲
）
も
出
席
し
て
い
る35
。
定
淳
は
号
を
如
蘭
と
名

乗
っ
た
文
人
大
名
で
、
特
に
焼
き
鏝
を
用
い
て
描
く
焼
画
を
善
く
し
た
ほ
か
篆

刻
、
和
歌
俳
諧
に
も
秀
で
た36
。
寛
政
年
間
に
自
ら
刻
し
た
印
を
収
め
た
『
龍
眠

堂
印
譜
』
を
制
作
し
た
ほ
か
、
刀
剣
の
調
度
品
を
好
ん
で
収
集
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
本
間
游
清
（
一
七
八
一
―
一
八
五
〇
）
の
随
筆
『
み
ゝ
と
川
』
に
収
録
さ

れ
る37
。
本
作
で
は
七
言
絶
句
一
首
を
呈
す
る
が
、
詩
の
自
跋
に
よ
れ
ば
当
日
は

脚
の
病
に
よ
っ
て
出
席
し
て
い
な
い
。

【
岡
部
藩
士
】

⑧
菊
池
武
昭：

一
七
四
七
―
一
八
〇
七
。
岡
部
藩
家
老
。
高
三
〇
〇
石
。
通
称
安

太
夫
。
信
允
・
信
亨
・
信
操
に
近
侍
し
て
活
躍
し
た38
。
菊
池
家
は
少
な
く
と
も

元
禄
年
間
か
ら
代
々
岡
部
藩
家
老
を
勤
め
て
お
り
、
歴
代
は
安
太
夫
な
い
し
は

安
兵
衛
を
通
称
と
し
た
。
そ
の
功
績
は
「
安
部
家
に
も
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ

あ
る
。
菊
池
安
兵
衛
と
と
び
焼
の
瓶
」
と
謡
わ
れ
る39
。
本
作
で
は
七
言
律
詩
一

首
を
呈
す
。

⑩
井
上
士
義：

生
没
年
不
詳
。
岡
部
藩
儒
。
高
十
人
口
。
岡
部
藩
校
就
将
館
で
教

鞭
を
と
っ
た
井
上
俊
蔵
と
思
わ
れ
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
九
月
よ
り
岡

部
藩
に
仕
え
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
致
仕
し
た40
。
本
作
で
は
最
長
と

な
る
五
言
排
律
一
首
を
呈
し
て
い
る
。

【
文
化
人
】

⑥
渡
辺
玄
対：

一
七
四
九
―
一
八
二
二
。
名
は
瑛
、
字
は
廷
輝
。
絵
師
で
谷
文
晁

の
師
と
し
て
知
ら
れ
、
前
出
の
『
雲
室
随
筆
』
の
ほ
か
、
『
古
画
備
考
』
な
ど

に
そ
の
名
が
み
え
る
。
六
十
歳
の
時
、
旧
姓
の
内
田
に
改
め
た
。
増
山
正
賢
、

柳
沢
信
鴻
ら
諸
大
名
と
交
遊
が
あ
り
、
春
木
南
湖
と
も
関
係
が
あ
っ
た41
。
本
作

で
は
五
言
律
詩
一
首
を
呈
す
。

こ
の
ほ
か
、
身
上
が
明
ら
か
と

な
ら
な
い
人
物
二
名
で
あ
る
が
、

③
沙
門
瑞
林
の
詩
に
は
、
十
時
梅

谷
と
同
様
に
押
印（
印
文「
瑞
林
」

「
玄（
庶
カ
）
■
之
印
」【
図
3
】）が
な
さ

れ
て
い
る
。
二
名
の
み
が
落
款
印
を
添
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は

両
名
が
写
し
の
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
⑨
滕
正
肇
は
岡
部

藩
士
に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
藩
士
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
同
時
期
の
岡
部
藩
士
の
な
か
に
は
該
当
す
る
人
物
は
見
い
だ
せ
な
い
。

【図3】瑞林落款印

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
（
髙
田
）

一
一



本
詩
巻
に
増
山
正
賢
に
よ
る
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
は
あ
る
が
、

長
島
藩
士
で
あ
る
十
時
梅
厓
、
春
木
南
湖
ら
が
詩
を
呈
し
た
の
は
ま
ず
間
違
い
な

く
正
賢
と
信
亨
と
の
交
際
が
背
景
に
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
本
詩
巻
は
、
こ
れ

ま
で
の
諸
研
究
に
よ
る
安
部
家
の
交
際
（
児
玉
空
々
率
い
る
琴
社
連
中
の
ほ
か
、

長
島
藩
主
の
正
賢
及
び
藩
士
た
ち
）
の
事
実
を
裏
付
け
て
い
る
。
と
同
時
に
渡
辺

玄
対
、
稲
垣
定
淳
ら
、
信
亨
の
新
た
な
交
際
範
囲
を
示
す
資
料
と
し
て
も
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
本
詩
巻
を
巡
っ
て
は
周
辺
の
資
料
が
な
い
た
め
に
こ
こ
か
ら
こ
れ
以

上
の
交
流
の
実
相
に
迫
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
信

亨
を
含
め
、
そ
の
周
辺
に
集
っ
た
人
物
の
顔
ぶ
れ
と
範
囲
、
そ
し
て
文
化
的
教
養

の
高
さ
は
無
視
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
交
際
圏
に
は
岡
部
藩
士
も
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
新
た
に
確
認

で
き
、
就
将
館
で
儒
官
と
な
っ
た
井
上
俊
蔵
こ
と
士
義
が
列
席
者
中
最
長
の
詩
を

献
じ
て
そ
の
面
目
を
保
つ
と
と
も
に
、
藩
家
老
菊
池
武
昭
も
中
国
・
東
晋
の
書
聖

王
羲
之
（
右
軍

三
〇
三
―
三
六
一
）
が
催
し
た
蘭
亭
曲
水
の
宴42
の
典
故
を
引
く

な
ど
、
藩
士
ら
の
教
養
の
高
さ
も
垣
間
見
え
、
藩
主
と
と
も
に
岡
部
藩
士
の
文
化

面
で
の
事
績
が
判
る
資
料
と
し
て
も
非
常
に
貴
重
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
諸
記
録
を
も
と
に
指
摘
さ
れ
て

き
た
安
部
家
の
交
際
関
係
に
つ
い
て
、
当
館
が
収
蔵
す
る
実
資
料
を
基
に
そ
の
実

相
の
一
端
を
提
示
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
詩
文
の
内
容
な
ど
ま
で
掘
り
下
げ
て
論
ず
べ
き
で
は
あ
る
が
、

安
部
家
の
文
化
面
へ
の
関
心
と
、
そ
こ
に
生
じ
た
交
際
関
係
が
意
外
な
ほ
ど
の
広

が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
僅
か
な
が
ら
も
明
ら
か
と
し
え
た
も
の
と
思
う
。

安
部
家
の
交
際
圏
に
つ
い
て
は
、
登
場
人
物
か
ら
鑑
み
る
に
同
家
が
勤
め
た
定

番
・
加
番
ら
、
大
坂
勤
番
の
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
い
え
る
。
な
か
で

も
増
山
正
賢
の
交
際
圏
と
の
重
な
り
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
正
賢
と
の
知
遇
を
得

た
こ
と
が
安
部
家
の
文
化
面
の
事
跡
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
で
き

る
だ
ろ
う
。

本
文
中
に
登
場
し
た
、
増
山
正
賢
、
稲
垣
定
淳
ら
は
い
ず
れ
も
譜
代
大
名
で
あ

り
、
大
坂
勤
番
を
経
験
す
る
家
柄
の
出
身
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
に
最
後
の

岡
部
藩
主
と
な
っ
た
信
発
は
も
と
武
蔵
六
浦
藩
主
米
倉
昌
寿
の
息
子
で
あ
る
が
、

米
倉
家
も
ま
た
大
坂
勤
番
に
任
ぜ
ら
れ
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
は
譜
代
大
名
、

大
坂
勤
番
に
任
ぜ
ら
れ
る
家
柄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
相
互
の
交
際
を
始
め
る
う

え
で
の
前
提
の
一
つ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う43
。
こ
れ
ら
「
大
坂
勤
番
大
名
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
な
か
に
安
部
家
が
位
置
し
、
文
化
的
・
人
的
な
交
際
を
発
展
さ
せ
て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

文
化
人
と
の
関
り
に
つ
い
て
、
本
文
中
で
は
琴
社
の
面
々
と
と
も
に
絵
師
渡
辺

玄
対
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
ほ
か
安
部
家
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

を
期
待
で
き
る
文
化
人
と
し
て
、
幕
臣
文
化
人
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
―
一
八
二

三
）
の
存
在
が
あ
る
。
南
畝
は
増
山
正
賢
と
の
接
点
が
あ
っ
た
ほ
か
、
詩
巻
に
詩

を
寄
せ
た
児
玉
空
々
、
篠
山
竹
堂
ら
と
殊
の
ほ
か
に
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
な
に
よ
り
南
畝
自
身
も
安
部
家
家
臣
浅
田
宗
兵
衛
と
懇
意
で
あ
る
旨
を
記
し

た
書
状44
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
安
部
家
の
招
き
に
応
じ
て
藩
主
と
も
交

流
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

本
稿
で
み
て
き
た
な
か
に
お
い
て
も
、
安
部
家
の
文
化
面
に
お
け
る
人
脈
は
広

範
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
安
部
家
文
書
の
な
か
に
は
、
大
名
俳
諧
に
お
い
て

一
大
サ
ロ
ン
を
興
し
た
大
和
郡
山
藩
主
柳
沢
信
鴻
、
茶
人
大
名
と
し
て
名
を
知
ら

一
二

文
書
館
紀
要
第
三
十
三
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）



れ
た
松
平
不
昧
（
治
郷

一
七
五
一
―
一
八
一
八
）
と
の
交
際
を
示
す
資
料
等
も

確
認
で
き
て
お
り
、
そ
の
文
化
活
動
と
交
際
範
囲
に
は
さ
ら
な
る
奥
行
き
が
み
え

て
い
る
。

今
後
、
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
遺
品
を
発
掘
し
、
安
部
家
の
知
ら

れ
ざ
る
一
面
に
つ
い
て
更
な
る
解
明
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

註⑴

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
巻
（
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
）
所
収

「
二
章

青
年
志
士
時
代

安
政
三
年
丙
辰
」
参
照
。

⑵

正
式
に
岡
部
が
本
拠
地
に
定
め
ら
れ
た
の
は
安
部
信
峯
の
時
代
の
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）。

そ
れ
以
前
は
、
『
武
鑑
』
で
は
三
河
国
半
原
、
摂
津
国
瓜
生
が
本
拠
と
し
て
扱
わ
れ
た
ほ
か
、

元
禄
期
に
記
さ
れ
た
大
名
評
価
記
の
一
つ
『
土
芥
寇
讎
記
』『
諫
懲
記
後
正
』
で
は
摂
津
国

瓜
生
が
本
拠
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
初
代
藩
主
信
盛
の
父
信
勝
が
建
立
し
た
岡
部
の
玉
鳳
山

源
勝
院
が
菩
提
寺
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
当
初
か
ら
重
ん
ぜ
ら
れ
た
所
領
地
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
、
新
政
府
体
制
下
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
飛
び
地
所
領
の
一
つ
で
あ
っ
た
半

原
（
現
愛
知
県
新
城
市
）
へ
と
本
拠
を
移
し
、
半
原
藩
と
な
っ
た
。

⑶

代
表
的
な
も
の
で
は
、
『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
編
3
近
世
1
（
埼
玉
県
、
一
九
八
八
年
）、

同
通
史
編
4
近
世
2
（
一
九
八
九
年
）
を
は
じ
め
、
安
部
家
が
陣
屋
を
置
い
た
桜
井
谷
に
つ

い
て
は
『
新
修
豊
中
市
史
』
第
1
巻
通
史
1
（
豊
中
市
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
第
8
巻
社
会

経
済
（
二
〇
〇
五
年
）、
同
じ
く
半
原
は
『
新
城
市
誌
』（
新
城
市
、
一
九
六
三
年
）
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
藩
政
な
ど
に
言
及
さ
れ
る
。
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
2
巻
（
埼
玉
県
教
育
委

員
会
、
一
九
六
九
年
）
は
、
安
部
家
の
教
育
の
事
跡
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
特
に
藩
校
に

つ
い
て
詳
述
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
近
年
で
は
岡
部
藩
・
安
部
家
の
専
著
も
み
え
、
安
部
家
家

臣
で
あ
っ
た
高
橋
家
文
書
（
当
館
収
蔵
）
か
ら
半
原
陣
屋
と
役
人
た
ち
の
様
相
を
記
し
た
、

神
谷
智
『
江
戸
時
代
の
地
方
役
人
と
村
人
の
日
常
的
日
々
―
「
三
河
国
八
名
郡
岡
部
藩
半
原

陣
屋
御
用
状
留
を
読
む
」
―
』（
株
式
会
社
シ
ン
プ
リ
、
二
〇
一
七
年
）、
江
戸
時
代
前
期
の

安
部
家
当
主
の
事
跡
に
着
目
し
た
、
森
竹
敬
浩
『
安
倍
奥
の
雄
、
安
部
家
代
々
と
金
山
衆

山
人
た
ち
は
い
か
に
徳
川
政
権
樹
立
支
え
た
か
』（
静
岡
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

⑷

前
掲
註
3
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
2
巻
。

⑸

安
部
家
文
書
は
伝
来
の
過
程
で
二
手
に
分
か
れ
て
お
り
、「
岡
部
藩
主
安
部
家
文
書
」（
以

下
、
本
稿
で
は
安
部
家
文
書
）
は
安
部
家
の
子
孫
か
ら
当
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
、
「
池
田
氏
収

集
岡
部
藩
安
部
家
文
書
」（
以
下
、
池
田
氏
収
集
文
書
）
は
安
部
家
に
養
子
に
は
い
っ
た
信

明
の
父
池
田
謙
斎
の
子
孫
か
ら
当
館
へ
と
寄
託
さ
れ
た
。
伝
来
過
程
に
つ
い
て
は
、
当
館
刊

行
の
収
蔵
文
書
目
録
第
二
十
一
集
『
諸
家
文
書
目
録
Ⅲ
』（
一
九
八
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

⑹

前
掲
註
3
『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
編
4
近
世
2
所
収
「
安
倍
信
亨
領
地
郷
村
高
辻
帳
」

参
照
。

⑺

加
番
に
つ
い
て
は
、
松
尾
美
恵
子
「
大
坂
加
番
制
に
つ
い
て
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研

究
紀
要
（
昭
和
四
十
九
年
度
）』徳
川
黎
明
会
、
一
九
七
五
年
）、
同
「
近
世
末
期
大
坂
加
番

役
の
実
態
―
三
河
田
原
藩
を
例
に
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
（
昭
和
五
十
七
年

度
）』徳
川
黎
明
会
、
一
九
八
三
年
）
の
ほ
か
、
特
別
展
解
説
図
録
『
大
坂
加
番

仰
せ
付
け

ら
れ
候
』（
勝
山
城
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）、
定
番
に
つ
い
て
は
菅
良
樹
『
近
世
京
都
・
大

坂
の
幕
府
支
配
機
構

所
司
代

城
代

定
番

町
奉
行
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、

な
ら
び
に
宮
本
裕
次
「
研
究
ノ
ー
ト

大
坂
定
番
制
の
成
立
と
展
開
」（『
大
坂
城
天
守
閣
紀

要
』
第
三
〇
号

大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
り
、
適
宜
参
照
し
た
。

⑻

前
掲
註
7
菅
氏
論
考
参
照
。

⑼

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
安
部
信
允
が
定
番
に
就
任
し
た
際
に
役
料
三
〇
〇
〇
俵
が
支

給
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
「
覚
（
大
坂
定
番
役
料
ニ
付
）」（
安
部
家
文
書
№
5
3
）
が
残
る
。

⑽

松
尾
美
恵
子
「
公
儀
勤
役
の
選
考
方
法
に
つ
い
て
―
―
大
坂
加
番
の
場
合
」（『
徳
川
林
政

史
研
究
所
研
究
紀
要
（
昭
和
五
〇
年
度
）』徳
川
黎
明
会
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。

⑾

前
掲
註
7
菅
氏
論
考
参
照
。

⑿

前
掲
註
3
『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
編
4
近
世
2
所
収
「
文
化
8
年
岡
部
藩
領
年
貢
そ
の

他
収
納
状
況
」
参
照
。
福
島
雅
蔵
『
幕
藩
制
の
地
域
支
配
と
在
地
構
造
』（
柏
書
房
、
一
九

八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
上
方
の
生
産
力
の
高
い
経
済
的
先
進
地
帯
の
領
有
は
藩
財
政
を
支
え
、

ま
た
京
・
大
坂
商
人
か
ら
の
多
額
の
借
銀
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
「
関
東
譜
代
大
名
に
と
り
、

財
政
経
済
上
ま
さ
に
垂
涎
の
地
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
（
髙
田
）

一
三



⒀

明
治
年
間
に
記
さ
れ
た「﹇
岡
部
藩
略
史
﹈」（
安
部
家
文
書
№
1
2
1
―
5
）
で
は
、
「
安

部
家
カ
富
裕
ナ
ル
大
名
中
ニ
数
ヘ
ラ
レ
シ
ハ
岡
部
領
外
ニ
領
地
ア
リ
シ
ニ
因
レ
リ
」
と
の
回

顧
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
つ
の
時
代
を
指
し
て
の
こ
と
か
は
不
明
。
た
だ
し
、
財
政

は
健
全
と
は
い
え
ず
、
寛
政
年
間
頃
か
ら
家
老
を
上
方
商
人
の
も
と
に
派
遣
し
て
借
財
に
あ

た
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
安
部
家
文
書
に
は
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
は
財
政
は
破

綻
寸
前
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

⒁

前
掲
註
7
「
近
世
末
期
大
坂
加
番
役
の
実
態
―
三
河
田
原
藩
を
例
に
」
で
松
尾
氏
は
「
大

坂
加
番
役
は
上
方
文
化
を
吸
収
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。」
と
述
べ
る
。

ま
た
天
保
年
間
に
大
坂
代
官
を
勤
め
た
竹
垣
直
道
を
例
に
在
坂
武
士
の
文
化
的
交
流
と
活
動

と
を
掘
り
下
げ
た
、
内
海
寧
子「『
浪
華
勝
槩
帖
』
と
大
坂
代
官
竹
垣
直
道

在
坂
武
士
の
文

化
交
流
」、
松
本
望
「
大
坂
代
官
竹
垣
直
道
の
文
事
交
流
」（
い
ず
れ
も
『
大
坂
の
歴
史
』
八

十
一
号

大
阪
市
史
料
調
査
会
、
二
〇
一
三
年
）
で
は
、
在
坂
文
化
人
、
武
士
間
で
の
交
流

の
様
相
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

⒂
「
大
坂
加
番
記
録（
二
）―
明
和
七
年
八
月
〜
明
和
八
年
八
月
、青
屋
口
加
番
京
極
高
久
―
」

（『
徳
川
時
代
大
坂
城
関
係
史
料
集
』
第
二
号

大
阪
城
天
守
閣
、
一
九
九
九
年
）
所
収
。

⒃

有
坂
道
子
「
増
山
雪
斎
と
木
村
蒹
葭
堂
」（『
混
沌
』
三
十
号

混
沌
社
、
二
〇
〇
六
年
）

で
は
、
増
山
正
賢
を
含
め
た
天
明
三
年
在
坂
の
四
人
の
加
番
が
い
ず
れ
も
木
村
蒹
葭
堂
と
面

識
を
有
し
た
理
由
と
し
て
、
加
番
同
士
間
で
の
親
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
根
底
に
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。

⒄

個
人
蔵
。
特
別
展
図
録
『
徳
川
大
坂
城
―
西
国
支
配
の
拠
点
―
』（
大
阪
城
天
守
閣
、
二

〇
〇
八
年
）
所
収
「
朽
木
綱
貞
自
筆
書
状
」。

⒅

堀
井
寿
郎
「
忘
れ
ら
れ
た
大
名
俳
諧
」（
柳
沢
史
料
集
成
第
七
巻
『
参
勤
交
代
年
表

中
』

柳
沢
文
庫
保
存
会
、
一
九
九
八
年
）
所
収
。
同
論
考
で
、
安
部
信
允
が
俳
号
浦
夕
と
し
て
信

鴻
の
日
記
『
宴
遊
日
記
』
に
登
場
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
安
部
信
允
と
柳
沢
信
鴻
と
の

交
際
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
紹
介
し
た
い
。

⒆

正
賢
の
事
績
は
、
福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』（
厚
生
閣
、
一
九
三
七

年
）
に
載
る
の
を
は
じ
め
、
正
賢
の
唐
物
趣
向
に
言
及
し
た
山
口
泰
弘
「
江
戸
時
代
後
期
に

お
け
る
中
華
文
化
受
容
の
様
相
―
画
人
増
山
雪
斎
二
題
―
」（『
三
重
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

六
十
四
号

三
重
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
多
数
の
専
論
が
あ
る
。
近
年
で
は

没
後
二
〇
〇
年
を
記
念
し
た
企
画
展
「
増
山
雪
斎
展
」（
二
〇
一
九
年
）
が
三
重
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
。

⒇

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
安
部
家
家
臣
が
記
し
た
安
倍
元
真
か
ら
信
古
ま
で
の
当
主
の

事
跡
を
編
年
で
記
し
た
「
滋
安
家
譜
」
の
下
巻
（
安
部
家
文
書
№
1
5
8
―
2
）
に
よ
れ
ば
、

名
を
み
の
子
（
？
―
一
八
四
〇
）
と
い
い
、
正
寧
の
も
と
に
輿
入
れ
し
た
が
、
故
あ
っ
て
離

縁
と
な
っ
て
い
る
。

21

『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
所
収
に
よ
っ
た
。

22

山
口
泰
弘
「
増
山
雪
斎
の
同
時
代
評
価
に
関
す
る
文
献
的
検
討
」（『
三
重
大
学
教
育
学
部

紀
要
』
五
十
七
号

三
重
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
六
年
）
が
紹
介
す
る
。
た
だ
、
正
賢
の

風
流
振
り
を
挙
げ
た
も
の
で
、
安
部
家
と
増
山
家
の
関
係
性
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

23

正
賢
の
影
響
か
、
信
亨
の
性
質
に
よ
っ
た
も
の
か
は
不
分
明
。
前
掲
註
16
有
坂
氏
論
考
で

は
、
増
山
正
賢
と
同
時
期
に
加
番
を
勤
め
た
大
名
が
書
画
へ
の
関
心
を
高
め
た
理
由
に
、
少

な
か
ら
ず
正
賢
の
影
響
が
あ
っ
た
た
め
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

24

安
部
家
と
蒹
葭
堂
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
の
は
、有
坂
道
子「
木
村
蒹
葭
堂
の
交
際
圏
―
―

『
蒹
葭
堂
日
記
』に
見
え
る
武
士
に
着
目
し
て（
一
）」で
、
交
際
の
始
ま
り
が
天
明
六
年（
一

七
八
六
）
の
信
亨
加
番
在
坂
中
に
遡
る
も
の
と
述
べ
、
日
記
を
通
じ
て
六
十
回
に
の
ぼ
る
接

触
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
と
し
て
い
る
。

25

岸
邉
成
雄
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』（
有
隣
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
同
著
は
江
戸

時
代
の
琴
士
に
関
す
る
大
著
で
、
本
稿
も
多
く
こ
れ
に
拠
っ
た
。

26

中
馬
場
村
（
現
八
潮
市
）
出
身
で
、
算
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

27

前
掲
註
25
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
参
照
。
ま
た
、
長
澤
和
彦
「
江
戸
文
人
の
交
遊
―

七
琴
琴
社
（
空
々
琴
社
）
の
人
々
―
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
七
十
号

近
世
文
芸

研
究
と
評
論
の
会
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。
な
お
、
江
戸
時
代
の
主
要
琴
士
で
あ
っ
た
空
々

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
論
考
に
は
、
山
口
正
義
「
千
葉
歳
胤
と
児
玉
空
々
」（『
あ
ゆ
み
』
第

三
十
六
号

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

28

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
竹
逸
琴
話
』
所
収
。
同
書
は
空
々
の
琴
社
社
友
を
連
ね
た
「
琴

社
諸
友
記
」「
諸
友
会
于
行
元
精
舎
者
」
の
ほ
か
、
空
々
の
高
弟
で
あ
っ
た
篠
本
竹
堂
の
門

人
を
記
し
た
「
竹
堂
迎
暾
新
盟
諸
子
姓
氏
」
を
収
め
る
。

29
古
く
は
杉
村
英
治
『
亀
田
鵬
斎
の
世
界
』（
三
樹
書
房
、
一
九
八
五
年
）
所
収
「
閒
叟
雑
録
」

に
お
い
て
、
空
々
琴
社
と
正
賢
・
信
亨
の
関
係
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

30

前
掲
註
27
長
澤
氏
論
文
参
照
。

一
四

文
書
館
紀
要
第
三
十
三
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）



31

安
部
家
文
書
№
1
9
6
。
な
お
、
原
題
は「﹇
漢
詩
﹈（
暮
春
従

岡
部
侯
静
遠
館
）」

32

信
亨
と
親
し
か
っ
た
正
賢
も
本
国
長
島
城
内
に
庭
園
「
独
楽
園
」
を
造
っ
て
お
り
、
そ
の

際
に
諸
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
文
が
「
独
楽
園
賀
詞
帖
」
と
し
て
今
日
ま
で
伝
わ
る
。
有
坂

道
子
「
伊
勢
長
島
藩
主

増
山
雪
斎
の
文
人
交
流
―
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
見
る
」（『
な
に

わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
六
』

関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産

学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。
た
だ
し
、
仮
に
安
部
家
が
庭
園
を
造
園
し
て
い

た
と
し
て
も
同
家
の
江
戸
屋
敷
は
上
屋
敷
が
最
大
で
五
〇
〇
〇
坪
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど

大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

33

我
妻
榮
吉
『
三
重
県
の
画
人
伝
』（
岩
田
僊
太
郎
、
一
九
一
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
名
は
順
、

字
は
伯
祐
、
長
島
侯
の
儒
臣
と
し
て
父
の
風
を
継
い
で
書
画
を
善
く
し
た
。
生
歿
年
は
不
詳
。

伊
藤
重
信
『
長
島
町
史
』（
長
島
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
寛
政
十
年
（
一

七
九
八
）
に
致
仕
し
た
父
梅
厓
の
跡
を
継
ぎ
、
正
賢
、
正
寧
に
仕
え
た
と
す
る
。
同
書
で
は

更
に
、
十
時
家
が
天
保
年
間
に
故
あ
っ
て
長
島
藩
を
脱
藩
し
た
と
す
る
。

34

梅
厓
の
書
画
仲
介
に
つ
い
て
は
神
谷
勝
弘
氏
の
「
十
時
梅
厓
に
よ
る
書
画
の
仲
介
―
内
田

蘭
渚
宛
書
簡
を
手
掛
か
り
に
―
」（『
同
志
社
国
文
学
』
八
十
四
号

同
志
社
大
学
国
文
学
会
、

二
〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。
同
論
考
で
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
九
月
二
十
一
日
付
書

簡
の
な
か
で
梅
厓
が
尾
張
の
商
家
内
田
蘭
渚
宛
て
に
安
部
信
亨
・
増
山
正
賢
・
董
九
如
・
武

田
信
明
・
稲
垣
定
淳
に
よ
る
寄
合
画
を
工
面
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本

文
中
で
名
前
が
登
場
す
る
面
々
で
あ
り
、
安
部
家
と
そ
れ
ら
の
間
の
強
固
な
絆
が
再
確
認
で

き
る
。

35

日
本
書
誌
学
体
系
四
十
五
（
二
）『
相
見
香
雨
集

二
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
年
）

所
収
「
蒹
葭
堂
と
立
原
翠
軒

蒹
葭
堂
江
戸
下
向
の
こ
と
其
他
」
参
照
。
定
淳
と
安
部
家
の

接
点
は
定
か
で
は
な
い
が
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
時
、
定
淳
が
加
番
、
信
亨
が
定
番

と
し
て
勤
番
が
重
な
る
時
期
が
み
ら
れ
る
。

36

日
本
書
誌
学
体
系
四
十
五
（
四
）『
相
見
香
雨
集

四
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
）

所
収
「
焼
画
と
稲
垣
如
蘭
」
に
詳
し
い
。
同
論
に
よ
れ
ば
稲
垣
家
は
文
墨
に
秀
で
た
当
主
を

輩
出
し
て
い
る
。

37

水
田
紀
久「『
采
風
集
』
刊
前
刊
後
」（『
近
世
文
芸
』
四
十
七
号

日
本
近
世
文
学
会
、
一

九
八
七
年
）、
川
見
典
久
「
一
宮
長
常
の
制
作
に
お
け
る
「
生
写
」

装
剣
金
工
の
文
様
表

現
に
み
る
合
理
性
」（『
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要

古
文
化
研
究
』
十
四
号

黒
川
古
文
化

研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

38

そ
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
安
部
家
家
臣
そ
れ
ぞ
れ
の
履
歴
を
綴
っ
た「﹇
藩
中
家
譜
三
〜

六
﹈」（
池
田
氏
収
集
文
書
№
1
〜
4
）
に
詳
し
い
。

39

『
八
名
郡
志
』（
八
名
郡
、
一
九
二
六
年
）
参
照
。

40
「﹇
藩
中
家
譜
三
〜
五
﹈」（
池
田
氏
収
集
文
書
№
1
〜
3
）
参
照
。
家
譜
に
よ
れ
ば
、
士
義

は
天
明
五
年
か
ら
の
出
仕
と
な
っ
て
お
り
、
藩
校
就
将
館
の
開
校
時
期
も
そ
の
時
期
に
あ
て

ら
れ
よ
う
。

41

渡
辺
玄
対
の
交
際
に
つ
い
て
は
、
平
井
良
直「『
林
麓
耆
老
娯
観
』
の
分
析
と
考
察
〜
化
政

期
江
戸
文
人
寿
宴
の
一
断
面
〜
」（『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
66
Ａ

相
模
女
子
大
学
、
二
〇

〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

42

王
羲
之
が
永
和
九
年
（
三
五
三
）
に
文
士
四
十
一
人
と
蘭
亭
に
会
し
て
催
さ
れ
た
。
こ
の

時
詠
ぜ
ら
れ
た
詩
集
に
記
し
た
序
が
名
筆
と
し
て
名
高
い
「
蘭
亭
序
」。
前
掲
註
19
山
口
氏

論
考
で
は
大
田
南
畝
の
『
細
推
物
理
』
に
記
さ
れ
た
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
酒
井
忠
道

の
宴
席
が
蘭
亭
曲
水
に
擬
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
当
時
に
お
け
る
文
化
人

の
中
華
趣
味
の
浸
透
ぶ
り
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
藩
主
信
亨
の
趣
向
を
受
け
、
家
老
ほ
か
知

識
階
層
に
あ
っ
た
家
臣
の
間
に
も
中
国
趣
味
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

43

た
だ
し
、
勤
番
内
で
も
家
格
が
異
な
っ
て
お
り
、
安
部
家
、
稲
垣
家
は
無
城
主
大
名
で
江

戸
城
殿
中
席
は
菊
間
だ
が
、
増
山
家
は
城
持
大
名
で
殿
中
席
は
雁
間
で
あ
っ
た
。
按
ず
る
に
、

家
格
よ
り
も
実
際
に
同
じ
職
責
を
全
う
す
る
も
の
同
士
の
意
識
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

44

『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
収
〈
享
和
元
年
〉
八
月

十
七
日
付
島
崎
金
次
郎
宛
て
書
状
参
照
。
浅
田
宗
兵
衛
は
、
「
藩
中
家
譜
六
」（
池
田
氏
収

集
文
書
№
4
）
に
よ
れ
ば
、
諱
名
を
正
任
、
摂
丹
代
官
に
て
十
五
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
る
身

分
で
あ
っ
た
（
の
ち
郡
奉
行
に
昇
進
）。

文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
（
髙
田
）

一
五



暮
春
従
岡
部
侯
静
遠
舘

①
侯
家
別
業
銀
台
側
深
樹
鴬
／
声
春
色
闌

座
上
芳
樽
任
客
／
酌
墻
中
翠
竹
縦
他
看
勝

遊
／
詠
属
騒
人
興
恵
政
跡
存
民
／
庶
歓
不

是
包
容
海
天
大
微
／
躬
何
得
侍
詞
壇
／
別

業
驪
山
北
架
楼
杳
藹
間
／
荷
潭
魚
牣
躍
花

樹
鳥
飛
還
／
静
性
皆
相
愜
禅
心
随
処
閑
／

琴
中
山
水
趣
誰
復
此
追
攀
／
児
玉
慎

②
同
前
／
君
子
能
行
蔵
夙
知
益
与
損
／
懐

抱
寄
絲
桐
貞
休
無
屯
蹇
／
託
身
魏
闕
間
居

心
在
息
偃
／
探
勝
擬
輞
川
酔
吟
意
所
懇
／

維
時
莫
之
春
芬
芳
溢
林
苑
／
輪
奐
方
告
成

開
筵
交
繾
綣
／
連
野
緑
茫
々
帯
渠
水
混
々

／
嫩
草
冐
清
流
朱
華
被
長
阪
／
寒
素
侍
余

風
見
眷
同
華
袞
／
誦
賦
蒙
無
帰
既
酔
不
知

晩
／
襪
線
敢
揮
毫
裁
詩
述
悃
々
／
楽
静
信

在
／
公
高
標
去
人
遠
／
篠
本
廉

③
同
前
／
倚
杖
銀
台
上
入
此
侯
園
／
遊
山

石
挿
躑
躅
林
樹
啼

／
輈
春
物
自
駘
蕩

杳
天
烟
靄
／
浮
西
瞰
驪
山
嶺
北
望
雷
沢
流

／
君
侯
多
雅
思
以
文
会
良
儔
冠
／
蓋
豪
貴

臻
翰
墨
群
才
留
四
／
壁
圍
画
図
書
瑟
在

床
頭
披
／
襟
御
恵
風
白
璧
詩
文
酬
方
外

／
止
中
友
亦
関
伐
木
求
／
沙
門
瑞
林

④
城
南
新
卜
築
文
宴
／
卦
嘉
招
香
履
／
分

花
径
銀
鞍
繋
／
柳
條
静
中
多
自
／
得
塵

外
足
逍
遥
誰
／
道
無
声
色
従
来
／
愛
寂
寥

／
同
前

十
時
賜
拝
草

⑤
銀
台
新
築
倚
清
／
渓
静
遠
楼
頭

／
海

西
簾
水
仮
山
／
花
寂
々
欄
前
径
路
／
草

萋
々
坐
迎
高
／
貴
青
雲
近
賦
入
／
幽
情
白

雲
斎
相
／
値
論
文
窓
月
下
／
鳳
雛
応
上
碧

梧
啼
／
同
前

南
湖
鯤
拝
草

⑥
同
前
／
使
君
乗
暇
日
丘
壑
／
放
幽
情
数

里
山
荘
／
静
文
章
園
樹
清
／
相
忘
翫
琴
酒

不
用
／
厭
簪
纓
似
春
芳
歇
／
流
鴬
爰
々
鳴

惜
／
邉
瑛
稿

⑦
同
前
／
別
野
新
開
東
海
浜
／
舘
高
境
静
遠

風
塵
／
烟
波
相
引
騎
鯨
客
／
琴
瑟
堪
邀
駕
鶴

人
／
陪
宴
縦
遇
修
禊
会
／
詠
詩
豈
復
浴
沂
／

春
誰
憐
交
態
金
／
蘭
契
青
眼
何
唯
／
気
味

親
／
大
冢
長
幹
稿

⑧
同
前
／
侯
家
西
苑
傍
銀
台
／
此
会
群
賢
春

色
開
／
麻
谷
水
迎
琴
酒
興
／
驪
山
花
助
尽
図

才
／
流
觴
正
為
右
軍
促
／
歌
妓
却
随
安
石
来

／
陪
宴
乗
酣
歓
不
極
／
黄
昏
投
轄
幾
時
回
／

菊
武
昭
拝

⑨
同
前
／
銀
台
静
館
碧
雲
開
共
／
喜
瑶
琴

楽
事
催
此
会
／
風
流
人
不
識
但
教
二
／
仲

許
尋
来
／
滕
正
肇
稿

⑩
同
前
／
別
業
営
華
舘
択
里
卜
郊
原
負
／

郭
紅
塵
遠
習
静
好
避
喧
颯
々
／
清
風
至

悠
々
臥
羲
軒
耽
此
閑
／
居
趣
簡
彼
応
対
煩

優
游
思
／
潘
子
丘
壑
想
謝
鯤
何
必
／
羨
梓

沢
飜
疑
占
陶
村
韶
／
華
春
之
暮
佳
期
爰

可
援
／
藹
々
都
下
士
相
携
叩
閑
／
門
灼
々

桃
李
花
紛
々
満
／
芳
園
岸
幘
臨
水
緑
布

筵
／
坐
花
繁
竟
日
多
雅
観
／
妙
芸
実
堪
論

貎
得
蘭
／
兼
竹
総
与
造
化
渾
翩
／
翩
臨
川

筆
冲
天
鸞
鳳
／
鶱
自
分
備
使
令
叨
承
／

末
列
恩
偶
因
塤
箎
和
／
漸
忘
珪
璋
尊
献
酬

相
／
交
錯
酩
酊
倒
金
樽
一
／
石
湏
能
飲

信
哉
淳
于
／
髠
心
同
観
自
合
斯
遊
／
永
弗

諼
伏
誦
群
賢
作
／
縁
情
原
且
温
若
金
生
／

麗
水
如
玉
出
崑
崙
顧
／
我
詞
林
裡
衰
朽

無
抵
／
根
豈
得
栄
華
発
染
翰
／
愧
莠
言
／

井
士
義
拝

⑪
名
園
誰
是
共
追
随
／
花
下
更
斟
金
屈
巵
／

乗
酔
諸
君
応
有
賦
／
春
風
養
疾
誤
佳
期
／
右

暮
春
／
静
遠
舘
集
余
時
有
脚
疾
／
不
得
至
賦

呈
／
諸
君
／
源
定
淳
稿

⑨滕正肇（詳細不詳）

⑤南湖鯤（春木南湖）

①児玉慎（児玉空々）

⑥邉瑛（渡辺玄対）

②篠本廉（篠本竹堂）

⑩井士義（井上士義）

⑦大塚長幹（尾張藩士）

③沙門瑞林（詳細不詳）

⑧菊武昭（菊池武昭）

④十時賜（十時梅厓）

⑪源定淳（稲垣定淳）

一
六

文
書
館
紀
要
第
三
十
三
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）


